
特別支援教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

全体目標： 特別支援教育の理念とは何か、また、障害のある幼児、児童又は生徒の学校教育

に関する歴史や思想において、特別支援教育の基本的な考え方がどのように現れて

きたかについて学ぶとともに、これまでの特別支援教育及び特別支援学校の営みが

どのように捉えられ、変遷してきたのかを理解する。 

（１）特別支援教育の理念 

一般目標： 特別支援教育の理念と特別支援学校に関する制度との相互の関係を理解する。 

到達目標： １）特別支援教育制度の成立と障害者の権利に関する条約に基づくインクルーシブ教育

システムの理念を踏まえた特別支援教育への展開を理解している。 

２）特別支援教育制度における特別支援学校が有する機能・役割を理解している。 

（２）特別支援教育の歴史 

一般目標： 障害のある幼児、児童又は生徒の教育に関する歴史、特殊教育の果たしてきた役

割や障害者施策を巡る動向の変化を踏まえつつ、現代に至るまでの特別支援教育の

基本的な考え方及び特別支援学校の変遷を理解する。 

到達目標： １）障害のある幼児、児童又は生徒の教育に関する歴史、特殊教育の果たしてきた役割

や障害者施策を巡る動向の変化を踏まえつつ、特別支援教育制度の成立と展開を理

解している。 

２）現代社会における特別支援学校における教育課題を歴史や障害者施策の視点から理

解している。 

（３）特別支援教育の思想 

一般目標： 特別支援教育の思想と特別支援教育の理念や実際の特別支援学校の教育との関わ

りを理解する。 

到達目標： １） 障害のある幼児、児童又は生徒に関わる教育の思想を理解している。

２） 特別支援学校や学習に関わる教育の思想を理解している。



特別支援教育に関する社会的、制度的又は経営的事項 

全体目標： 現代の特別支援学校の教育に関する社会的、制度的又は経営的事項のいずれかに

ついて、基礎的な知識を身に付けるとともに、それらに関連する課題を理解する。 

（１－１）特別支援教育に関する社会的事項 

一般目標： 社会の状況を理解し、その変化が特別支援学校の教育にもたらす影響とそこから

生じる課題、並びにそれに対応するための教育政策の動向を理解する。 

到達目標： １）特別支援学校を巡る近年の様々な状況の変化及び子供の生活の変化を踏まえた指導上の

課題を理解している。 

２）近年の特別支援教育政策の動向を理解している。 

（１－２）特別支援教育に関する制度的事項 

一般目標： 特別支援学校の公教育制度を構成している教育関係法規を理解するとともに、そ

こに関連する特別支援学校教育要領・学習指導要領が有する役割・機能・意義を理

解する。 

到達目標： １）特別支援学校の目的及び教育目標と国が定めた教育課程の基準との相互関係を理解し

ている。 

２）特別支援学校教育要領・学習指導要領の性格及びそこに規定する自立活動や知的障害

者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科、重複障害者等に関する教

育課程の取扱いの基礎的な考え方を理解している。 

（１－３）特別支援教育に関する経営的事項 

一般目標： 特別支援学校や教育行政機関の目的とその実現について、経営の観点から理解す

る。 

到達目標： １）特別支援学校の目的や教育目標を実現するための学校経営の望むべき姿を理解してい

る。 

２）幼児、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた学級経営

の基本的な考え方を理解している。 

３）教職員や学校外の関係者・関係機関との連携・協働の在り方や重要性を理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理 

- 視覚障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 視覚障害のある幼児、児童又は生徒の視機能の低下の要因となる病理面と心理面

及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一

人一人の知覚や認知の特性等を理解するとともに、家庭や関係機関との連携につい

て理解する。 

（１）視覚障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理の理解と障害の状態等の把握 

一般目標： 視機能の低下の要因となる病理面と心理面及び生理面の特徴並びにそれらの相互

作用について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人の視知覚や触知覚及び認知の特

性を把握することを理解するとともに、家庭や医療機関との連携について理解する。 

到達目標： １）視機能の低下の要因となる病理面と心理面及び生理面の特徴並びにそれらの相互作

用について理解している。 

２）観察や検査を通して、見え方に困難のある幼児、児童又は生徒一人一人の視知覚や

触知覚及び認知の特性を把握することを理解している。 

３）家庭や医療機関との連携の重要性について理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 教育課程 ― 

- 視覚障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 特別支援学校教育要領・学習指導要領を基準として特別支援学校（視覚障害）に

おいて編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、

カリキュラム・マネジメントについて理解する。 

（１）教育課程の編成の意義 

一般目標： 特別支援学校（視覚障害）の教育において教育課程が有する意義を理解する。 

到達目標： １）生きる力として知・徳・体に加え、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

服する力を育むことを目指すために教育課程を編成することについて理解してい

る。 

（２）教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント 

一般目標： 幼児、児童又は生徒の視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに特別

支援学校（視覚障害）の教育実践に即した教育課程の編成の方法とカリキュラム・

マネジメントの考え方を理解する。 

到達目標： １）視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに学習の進度を踏まえ、各教科

等の教育の内容を選定し、組織し、それらに必要な授業時数を定めて編成すること

を理解している。 

２）各教科等の年間指導計画を踏まえ、個々の幼児、児童又は生徒の実態に応じて適切

な指導を行うために個別の指導計画を作成することを理解している。 

３）自立活動の指導における個別の指導計画の作成と内容の取扱いについて理解すると

ともに、教科と自立活動の目標設定に至る手続の違いを理解している。 

４）個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげること

について、カリキュラム・マネジメントの側面の一つとして理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 指導法 ― 

- 視覚障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 視覚障害のある幼児、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等

を踏まえた各教科等（「自立活動」を除く。*）の指導における配慮事項について理

解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

* 以下、この「指導法」における「各教科等」について同様とする。

（１）各教科等の配慮事項と授業設計 

一般目標： 視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた各教科等の指導におけ

る配慮事項について理解するとともに、自立活動及び自立活動の指導と関連付けた

具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標： １）視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、各教科等に必要な的確な

概念の形成を図り、言葉を正しく理解し活用できるようにするために、聴覚、触覚

及び保有する視覚を活用した具体的な学習活動について理解している。 

２）視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、環境を整えることを通し

て空間や時間の概念を養い、見通しをもって意欲的な学習活動を展開することを理

解している。 

３）視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、幼児、児童又は生徒が効

率的に学習に取り組むため、使用する文字を系統的に習得することができるよう指

導を工夫したり、指導内容を精選したりする基本的な考え方について理解している。 

４）視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、主体的な学習ができるよ

うにするために、視覚補助具やＩＣＴ及び触覚教材、拡大教材及び音声教材の活用

について理解している。 

５）視覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた自立活動及び自立活動の指

導との関連を踏まえた各教科等の学習指導案を作成することができるとともに、授

業改善の視点を身に付けている。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理 

- 聴覚障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 聴覚障害のある幼児、児童又は生徒の聴覚器官の病理面と心理面及び生理面の特

徴並びにそれらの相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人の聞こえ

や言語発達の状態等を理解するとともに、家庭や関係機関との連携について理解す

る。 

（１）聴覚障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理の理解と障害の状態等の把握 

一般目標： 聴覚障害の起因となる聴覚器官の病理面と心理面及び生理面の特徴並びにそれら

の相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人の聞こえの状態と言語面

及び心理面の特性と発達を把握することを理解するとともに、家庭や保健、医療、

福祉及び労働機関との連携について理解する。 

到達目標： １）聴覚障害の起因となる聴覚器官の病理面と心理面及び生理面の特徴並びにそれらの

相互作用について理解している。 

２）観察や検査を通して聴覚障害のある幼児、児童又は生徒一人一人の聞こえの状態と

言語面及び心理面の特性と発達を把握することを理解している。 

３）家庭や保健、医療、福祉及び労働機関との連携の重要性について理解している。 
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心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 教育課程 ― 

- 聴覚障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 特別支援学校教育要領・学習指導要領を基準として特別支援学校（聴覚障害）に

おいて編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、

カリキュラム・マネジメントについて理解する。 

（１）教育課程の編成の意義 

一般目標： 特別支援学校（聴覚障害）の教育において教育課程が有する意義を理解する。 

到達目標： １）生きる力として知・徳・体に加え、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

服する力を育むことを目指すために教育課程を編成することについて理解してい

る。 

（２）教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント 

一般目標： 幼児、児童又は生徒の聴覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに特別

支援学校（聴覚障害）の教育実践に即した教育課程の編成の方法とカリキュラム・

マネジメントの考え方を理解する。 

到達目標： １）聴覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに学習の進度を踏まえ、各教科

等の教育の内容を選定し、組織し、それらに必要な授業時数を定めて編成すること

を理解している。 

２）各教科等の年間指導計画を踏まえ、個々の幼児、児童又は生徒の実態に応じて適切

な指導を行うために個別の指導計画を作成することを理解している。 

３）自立活動の指導における個別の指導計画の作成と内容の取扱いについて理解すると

ともに、教科と自立活動の目標設定に至る手続の違いを理解している。 

４）個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげること

について、カリキュラム・マネジメントの側面の一つとして理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 指導法 ― 

- 聴覚障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 聴覚障害のある幼児、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階

等を踏まえた各教科等（「自立活動」を除く。*）の指導における配慮事項につい

て理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

* 以下、この「指導法」における「各教科等」について同様とする。

（１）各教科等の配慮事項と授業設計 

一般目標： 聴覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた各教科等の指導にお

ける配慮事項について理解するとともに、自立活動及び自立活動の指導と関連付

けた具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標： １）聴覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、各教科等の指導に必要 

となる聴覚の活用や音声、文字、手話、指文字など多様な意思の伝達の方法を適

切に選択・活用することについて理解している。 

２）聴覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、各教科等の指導に必要 

となる言語概念の形成を図り、体験的な活動を通して、思考力や表現力を育成す

ることについて理解している。 

３）聴覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、各教科等の指導の効果 

を高めるために必要な学習環境の整備とＩＣＴ及び教材・教具を活用することに

ついて理解している。 

４）聴覚障害の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた自立活動及び自立活動の

指導との関連を踏まえた各教科等の学習指導案を作成することができるととも

に、授業改善の視点を身に付けている。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理 

- 知的障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 知的障害のある幼児、児童又は生徒の知的障害の要因となる病理面や併存症・合

併症と心理面及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用について理解し、幼児、児

童又は生徒一人一人の知的障害の状態や適応行動の困難さ及び認知の特性を理解す

るとともに、家庭や関係機関との連携について理解する。 

（１）知的障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理の理解と障害の状態等の把握 

一般目標： 知的障害の要因となる病理面や併存症・合併症と心理面及び生理面の特徴並びに

それらの相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人の知的障害の状態

や適応行動の困難さ及び認知の特性を把握することを理解するとともに、家庭や医

療機関との連携について理解する。 

到達目標： １）知的発達の遅れ及び適応行動の困難さの要因となる病理面や併存症・合併症と心理

面及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用について理解している。 

２）観察や検査を通して知的障害のある幼児、児童又は生徒一人一人の知的障害の状態

や適応行動の困難さ及び認知の特性を把握することを理解している。 

３）家庭や医療機関との連携の重要性について理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 教育課程 ― 

- 知的障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 特別支援学校教育要領・学習指導要領を基準として特別支援学校（知的障害）に

おいて編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、

カリキュラム・マネジメントについて理解する。 

（１）教育課程の編成の意義 

一般目標： 特別支援学校（知的障害）の教育において教育課程が有する意義を理解する。 

到達目標： １）生きる力として知・徳・体に加え、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

服する力を育むことを目指すために教育課程を編成することについて理解してい

る。 

（２）教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント 

一般目標： 幼児、児童又は生徒の知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階等、特別支援

学校（知的障害）の教育実践並びに各学部や各段階のつながりを踏まえた教育課程

の編成の方法とカリキュラム・マネジメントの考え方を理解する。 

到達目標： １）特別支援学校学習指導要領において示されている、育成すべき資質・能力で整理された

知的障害の教科の目標及び主な内容並びに全体構造を、各学部や各段階のつながりの観

点から理解している。 

２）知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに学習の進度を踏まえ、各教科等の

教育の内容を選定し、組織し、それらに必要な授業時数を定めて編成することを理解し

ている。 

３）各教科等の年間指導計画を踏まえ、個々の幼児、児童又は生徒の実態に応じて適切な指

導を行うために個別の指導計画を作成することを理解している。 

４）児童又は生徒一人一人の知的障害の状態や学習上の特性を踏まえ、各教科等の目標を達

成させるために、各教科等別の指導のほか、多様な指導の形態があることを理解した上

で、効果的な指導の形態を選択し組織することの意義について理解している。 

５）自立活動の指導における個別の指導計画の作成と内容の取扱いについて理解するととも

に、教科と自立活動の目標設定に至る手続の違いを理解している。 

６）個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげることにつ

いて、カリキュラム・マネジメントの側面の一つとして理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 指導法 ― 

- 知的障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 知的障害のある幼児、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等

を踏まえた各教科等（「自立活動」を除く。*）の指導における配慮事項について理

解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

* 以下、この「指導法」における「各教科等」について同様とする。

（１）各教科等の配慮事項と授業設計 

一般目標： 知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた各教科等の指導におけ

る配慮事項について理解するとともに、自立活動及び自立活動の指導と関連付けた

具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標： １）知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階を踏まえ、育成を目指す資質・能力を

明確にして指導目標を設定するとともに、日常生活や社会生活に結び付いた具体的

な活動を学習活動の中心に据え、具体的な指導内容で指導することについて理解し

ている。 

２）知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階を踏まえ、学習活動への意欲を育てる

ために、学習に見通しをもてるよう環境を整え、一人一人が集団活動における役割

を遂行して充実感や達成感を得られるような工夫を行うことを理解している。 

３）知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階を踏まえ、各教科等の指導の効果を高

めるために必要なＩＣＴ及び興味や関心に着目した教材・教具の活用について理解

している。 

４）知的障害の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた自立活動及び自立活動の指

導との関連を踏まえた各教科等の学習指導案を作成することができるとともに、授

業改善の視点を身に付けている。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理 

- 肢体不自由者に関する教育の領域 -

全体目標： 肢体不自由のある幼児、児童又は生徒の起因疾患となる病理面と心理面及び生理

面の特徴並びにそれらの相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人の

肢体不自由の状態や感覚機能の発達、知能の発達及び認知の特性を理解するととも

に、家庭や関係機関との連携について理解する。 

（１）肢体不自由のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理の理解と障害の状態等の把握 

一般目標： 肢体不自由の起因疾患（脳原性疾患、脊髄疾患、末梢神経疾患）となる病理面と

心理面及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用について理解し、幼児、児童又は

生徒一人一人の肢体不自由の状態や感覚機能の発達、知能の発達及び認知の特性を

把握することを理解するとともに、家庭や医療機関との連携について理解する。 

到達目標： １）肢体不自由の起因疾患（脳原性疾患、脊髄疾患、末梢神経疾患）となる病理面と心

理面及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用について理解している。  

２）観察や検査を通して、脳性まひのある幼児、児童又は生徒一人一人の肢体不自由の

状態や感覚機能の発達、知能の発達及び認知の特性を把握することを理解している。  

３）家庭や医療機関との連携の重要性について理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 教育課程 ― 

- 肢体不自由者に関する教育の領域 -

全体目標： 特別支援学校教育要領・学習指導要領を基準として特別支援学校（肢体不自由）

において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、

カリキュラム・マネジメントについて理解する。 

（１）教育課程の編成の意義 

一般目標： 特別支援学校（肢体不自由）の教育において教育課程が有する意義を理解する。 

到達目標： １）生きる力として知・徳・体に加え、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

服する力を育むことを目指すために教育課程を編成することについて理解してい

る。 

（２）教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント 

一般目標： 幼児、児童又は生徒の肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに特

別支援学校（肢体不自由）の教育実践に即した教育課程の編成の方法とカリキュラ

ム・マネジメントの考え方を理解する。 

到達目標： １）肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに学習の進度を踏まえ、各教

科等の教育の内容を選定し、組織し、それらに必要な授業時数を定めて編成するこ

とを理解している。  

２）各教科等の年間指導計画を踏まえ、個々の幼児、児童又は生徒の実態に応じて適切

な指導を行うために個別の指導計画を作成することを理解している。 

３）自立活動の指導における個別の指導計画の作成と内容の取扱いについて理解すると

ともに、教科と自立活動の目標設定に至る手続の違いを理解している。  

４）個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげること

について、カリキュラム・マネジメントの側面の一つとして理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 指導法 ― 

- 肢体不自由者に関する教育の領域 -

全体目標： 肢体不自由のある幼児、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階

等を踏まえた各教科等（「自立活動」を除く。*）の指導における配慮事項について

理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

* 以下、この「指導法」における「各教科等」について同様とする。

（１）各教科等の配慮事項と授業設計 

一般目標： 肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえた各教科等における配

慮事項について理解するとともに、自立活動及び自立活動の指導と関連付けた具体

的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標： １）肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、思考力、判断力、表現

力 

等の育成に必要となる体験的な活動を通して基礎的な概念の形成を的確に図ること

について理解している。  

２）肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、各教科等を効果的に学 

習するために必要となる姿勢や認知の特性に応じて指導を工夫することについて理 

解している。  

３）肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、指導の効果を高めるた

めに必要となる身体の動きや意思の表出の状態に応じて、適切な補助具や補助的手

段を工夫することや、ＩＣＴ及び教材・教具を活用することについて理解している。  

４）肢体不自由の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた自立活動及び自立活動の

指導との関連を踏まえた各教科等の学習指導案を作成することができるとともに、

授業改善の視点を身に付けている。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理 

- 病弱者（身体虚弱者を含む）に関する教育の領域 -

全体目標： 病弱（身体虚弱を含む）の幼児、児童又は生徒の病気等に関する病理面と心理面

及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一

人一人の病気や障害の状態、社会性の発達及び認知の特性を理解するとともに、家

庭や学校間、関係機関との連携について理解する。 

（１）病弱（身体虚弱を含む）の幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理の理解と障害の状態等の把握 

一般目標： 病弱（身体虚弱を含む）の幼児、児童又は生徒の病気（身体疾患や精神疾患）や

心身の不調な状態が続く背景となる病理面と心理面及び生理面の特徴並びにそれら

の相互作用について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人の病気や障害の状態、社

会性の発達及び認知の特性を把握することを理解するとともに、家庭や学校間、医

療、福祉及び保健機関との連携について理解する。 

到達目標： １）病弱（身体虚弱を含む）の幼児、児童又は生徒の病気（身体疾患や精神疾患）や心

身の不調な状態が続く背景となる病理面と心理面及び生理面の特徴並びにそれらの

相互作用について理解している。 

２）観察や検査、医療機関からの情報提供を通して病気や障害の状態、社会性の発達及

び認知の特性を把握することを理解している。 

３）家庭や学校間、医療、福祉及び保健機関との連携の重要性について理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 教育課程 ― 

- 病弱者（身体虚弱者を含む）に関する教育の領域 -

全体目標： 特別支援学校教育要領・学習指導要領を基準として特別支援学校（病弱）におい

て編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、カリ

キュラム・マネジメントについて理解する。 

（１）教育課程の編成の意義 

一般目標： 特別支援学校（病弱）の教育において教育課程が有する意義を理解する。 

到達目標： １）生きる力として知・徳・体に加え、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

服する力を育むことを目指すために教育課程を編成することについて理解してい

る。 

（２）教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント 

一般目標： 幼児、児童又は生徒の病気や障害の状態、特性及び心身の発達の段階等並びに特

別支援学校（病弱）の教育実践に即した教育課程の編成の方法とカリキュラム・マ

ネジメントの考え方を理解する。 

到達目標： １）病気や障害の状態、特性及び心身の発達の段階等並びに学習の進度を踏まえ、各教

科等の教育の内容を選定し、組織し、それらに必要な授業時数を定めて編成するこ

とを理解している。 

２）各教科等の年間指導計画を踏まえ、個々の幼児、児童又は生徒の実態に応じて適切

な指導を行うために個別の指導計画を作成することを理解している。 

３）自立活動の指導における個別の指導計画の作成と内容の取扱いについて理解すると

ともに、教科と自立活動の目標設定に至る手続の違いを理解している。 

４）個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげること

について、カリキュラム・マネジメントの側面の一つとして理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 指導法 ― 

- 病弱者（身体虚弱者を含む）に関する教育の領域 -

全体目標： 病弱（身体虚弱を含む）の幼児、児童又は生徒の病気や障害の状態、特性及び心身の

発達の段階等を踏まえた各教科等（「自立活動」を除く。*）の指導における配慮事項に

ついて理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

* 以下、この「指導法」における「各教科等」について同様とする。

（１）各教科等の配慮事項と授業設計 

一般目標： 病気や障害の状態、特性及び心身の発達の段階等を踏まえた各教科等の指導における

配慮事項について理解するとともに、自立活動及び自立活動の指導と関連付けた具体的

な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標： １）病気や障害の状態、特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、学習環境に応じた学習効

果を高めるために、間接体験や疑似体験、仮想体験を効果的に取り入れることについ

て理解している。 

２）病気や障害の状態、特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、各教科等の指導の効果を

高めるために、ＩＣＴの有効な活用とともに教材・教具や補助用具を工夫することに

ついて理解している。 

３）病気や障害の状態、特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、心身に負担過重とならな

いように、適切な活動量や活動時間の設定、姿勢の変換や適切な休養の確保に留意す

ることについて理解している。 

４）病気や障害の状態、特性及び心身の発達の段階等に応じた自立活動及び自立活動の指

導との関連を踏まえた各教科等の学習指導案を作成することができるとともに、授業

改善の視点を身に付けている。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理 

- 発達障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 発達障害のある幼児、児童又は生徒の脳機能に関わる病理面及び心理面や生理面

の特徴とそれらの相互作用並びに二次的な障害について理解し、幼児、児童又は生

徒一人一人の状態及び感覚や認知の特性等を理解するとともに、家庭や関係機関と

の連携について理解する。 

（１）発達障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理の理解と障害の状態等の把握 

一般目標： 学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の要因となる脳機能に関わる病理面及び

心理面や生理面の特徴とそれらの相互作用並びに二次的な障害について理解し、幼

児、児童又は生徒一人一人の状態、感覚や認知及び行動の特性を把握することを理

解するとともに、家庭や医療、福祉及び労働機関との連携について理解する。 

到達目標： １）学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の要因となる脳機能に関わる病理面及び心

理面や生理面の特徴とそれらの相互作用並びに二次的な障害について理解してい

る。 

２）観察や検査を通して、学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態、感覚や認知

及び行動の特性を把握することを理解している。 

３）家庭や医療、福祉及び労働機関との連携の重要性について理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 教育課程 ― 

- 発達障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 特別支援学校のセンター的機能を果たすために幼稚園教育要領及び小学校、中学

校又は高等学校の学習指導要領を基準として、発達障害の幼児、児童又は生徒に対

する教育課程について、その意義や編成の方法、カリキュラム・マネジメントにつ

いて理解するとともに、センター的機能の発揮に資する教職の在り方を理解する。 

（１）特別の教育課程の編成の意義 

一般目標： 通常の学級の教育課程を基盤として、通級による指導や特別支援学級における特

別の教育課程が有する意義を理解するとともに、特別支援教育のセンターとしての

助言又は援助の役割を果たす必要性について理解する。 

到達目標： １）通常の学級の教育課程を基盤として、障害による学習上又は生活上の困難を改善・

克服する力を育むことを目指すために特別の教育課程を編成することについて理解

している。 

（２）教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント 

一般目標： 学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態や特性及び心身の発達の段階等並

びに学校の教育実践に即した教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント

の考え方を理解するとともに、特別支援教育のセンターとしての助言又は援助の役

割を果たす必要性について理解する。 

到達目標： １）学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏

まえ、学習指導要領に基づく通級による指導や特別支援学級における特別の教育課

程の編成を理解している。 

２）学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏

まえ、自立活動における個別の指導計画の作成とその取扱いについて理解している。 

３）個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげること

について、カリキュラム・マネジメントの側面の一つとして理解している。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 指導法 ― 

- 発達障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 発達障害のある幼児、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等

を踏まえた各教科等（「自立活動」を除く。*）の指導における配慮事項について理

解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

* 以下、この「指導法」における「各教科等」について同様とする。

（１）各教科等の配慮事項と授業設計 

一般目標： 学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態や特性及び心身の発達の段階等を

踏まえた各教科等の指導における配慮事項について理解するとともに、自立活動及

び自立活動の指導と関連付けた具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を

身に付ける。 

到達目標： １）学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏

まえ、きめ細やかな指導や支援ができるようにするため、各教科等の指導において

生じる「困難さ」に対する「指導上の工夫の意図」を理解し、個に応じた「手立て」

を検討し指導することの重要性を理解している。 

２）学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏

まえ、個に応じた指導の充実を図るため、ＩＣＴや適切な教材・教具の活用及び学

習環境の整備について理解している。 

３）学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症の状態や特性及び心身の発達の段階等に応

じた自立活動及び自立活動の指導との関連を踏まえた各教科等の学習指導案を作成

することを理解し、授業改善の視点を身に付けている。 



心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法 

― 教育課程 ― 

- 重複障害者に関する教育の領域 -

全体目標： 特別支援学校教育要領・学習指導要領を基準として特別支援学校において編成さ

れる教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、カリキュラム・

マネジメントについて理解する。 

（１）教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント 

一般目標： 幼児、児童又は生徒の重複障害の状態や特性及び心身の発達の段階等並びに特別

支援学校の教育実践に即した教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント

の基本的な考え方を理解する。 

到達目標： １）特別支援学校学習指導要領に規定する「重複障害者等に関する教育課程の取扱い」 

の意義や各規定の適用を判断する際の基本的な考え方を理解している。 

２）個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげること 

について、カリキュラム・マネジメントの側面の一つとして理解している。 
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